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日
本
各
地
で
雨
乞
い
の
風
習
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
又
、
そ
の
祈
願
が
行
わ
れ
た
雨
乞
山
と
呼
ば

れ
る
山
も
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、「
雨
乞
山
」
の

名
が
そ
の
ま
ま
地
図
に
使
わ
れ
て
い
る
山
は
意
外
に
少

な
い
よ
う
で
す
。

　
阿
山
地
域
に
も
、
馬
田
の
龍
山
（
り
ょ
う
さ
ん
）、

上
友
田
の
ヒ
ヨ
山
が
雨
乞
祈
願
の
山
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
山
の
名
と
し
て
地
図
に
使
わ
れ
て
い
る
の

は
下
友
田
の
「
雨
乞
山
」
だ
け
の
よ
う
で
す
。

　
下
友
田
で
は
、
旱
魃
（
か
ん
ば
つ
）
に
な
る
と
村
人

が
鞆
田
神
社
で
御
幣
を
授
か
り
、
雨
乞
山
に
登
り
大
火

を
焚
い
て
祈
願
を
し
た
と
言
い
ま
す
。
そ
の
時
に
で
る

真
っ
黒
な
煙
が
大
空
に
昇
っ
て
い
く
様
子
か
ら
、
龍
が

昇
り
天
に
向
か
っ
て
吼
え
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
元
々
、
こ
の
地
に
は
市
杵
島
（
い
ち
き
し
ま
）
神

社
が
あ
り
ま
し
た
。
村
人
か
ら
は
「
森
の
宮
」
と
親
し

ま
れ
、
ザ
ン
ザ
踊
り
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
踊
り

子
は
各
々
赤
熊
（
し
ゃ
ぐ
ま
）
を
か
ぶ
り
、
太
鼓
を
胸

に
つ
け
、
歌
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た
そ
う
で
す
。
ザ
ン
ザ

踊
り
は
、「
笠
踊
り
」「
花
踊
り
」「
雨
乞
い
踊
り
」
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
絶
え
て
八
〇
年
に
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
雨
乞
山
は
「
天
正
伊
賀
の
乱
」
で
壮
絶
な
合

戦
が
あ
っ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
天
正
九
年
、
織
田

信
長
は
総
勢
四
万
騎
を
う
わ
ま
わ
る
大
軍
で
伊
賀
に
侵

入
。
こ
の
地
に
は
、
蒲
生
氏
郷
は
じ
め
総
勢
七
千
余
騎

が
玉
滝
口
へ
入
っ
て
き
ま
し
た
。
郷
士
た
ち
は
雨
乞
山

に
籠
城
し
て
懸
命
に
応
戦
し
ま
し
た
が
、
と
う
て
い
及

ば
ず
砦
は
落
城
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
信
長
は
乱
後
、

伊
賀
を
壊
滅
さ
せ
よ
う
と
郷
士
だ
け
で
な
く
、
城
や
神

社
も
焼
き
払
い
、
僧
侶
、
女
、
子
ど
も
の
区
別
無
く
虐

殺
し
た
と
い
い
ま
す
。

　
伊
賀
び
と
が
慈
雨
を
望
ん
だ
祈
願
の
山
。

　
合
戦
で
あ
ま
た
の
命
を
無
く
し
た
無
念
の
山
。

　
梅
雨
が
山
々
の
葉
色
を
濃
く
し
て
い
き
ま
す
。

　
ど
の
山
よ
り
も
色
濃
い
緑
が
「
雨
乞
山
」
で
す
。
伊

賀
び
と
の
想
い
が
紡
ぐ
景
色
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
広
報
事
業
委
員

　
辻
村
勝
則
）

「
雨 

乞 

山
」

あ
ま

　
ご
い

　
や
ま

開場18：00　開演18：30
一　般　　7,500円
（全席指定）
伊賀市文化会館

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

美輪明宏音楽会
＜愛＞
月・祝7/18 好　

評

発売
中

開場18：30　開演19：00
一　般　　2,500円
高校生以下1,500円
（全席指定）

あやま文化センター

松永貴志デビュー10周年記念
ピアノソロコンサート
8/6土  好　評発売中

伊賀市文化会館

開場13：30　開演14：00
一　般　　1,000円
　　　　(中学生以上)
小学生以下 500円
（当日300円増）

（※３歳未満整理券要）
（全席自由）

０歳から入れる
親と子のコンサート

ふるさと会館いが

開場13：30　開演14：00
一　般　　2,500円
（当日500円増）
（全席指定）

9/4日

宗次郎オカリナコンサート
～癒しのツインギターアンサンブル～

伊賀市文化会館

米村でんじろう
おもしろサイエンスショー２０１１

青山ホール

開場13：30　開演14：00
一　般　　2,500円
高校生以下1,500円
（当日500円増）
（全席指定）

ショパンとリスト生誕 200年を祝して
近藤嘉宏plays Chopin & Liszt
別れの曲　シネマ＆リサイタル

伊賀市文化会館

開場16：00　開演16：30
一　般　　6,500円
（全席指定）

① 開場12：30　開演13：00
② 開場15：00　開演15：30
一　般　　1,500円
（※３歳以上チケット要）

（全席指定）

TAKARAZUKA
WAY TO 100th ANNIVERSARY Vol.2
２０１１宝塚ＯＧレビューツアー
ＤＲＥＡＭ ＦＯＲＥＶＥＲ

好　
評

発売
中9/18日 10/30日 7/17日発　

売

8/28日 7/3
日

発　
売

11/20日 7/23土発　
売6/2

6
発　
売
日

BUNTO
チケット情報

市杵島神社遺蹟

天正役の碑

ぶんと通信は㈶伊賀市文化都市協会のHOTな情報紙です。1 第76号



↓今までの大きさ

→今回上と下の行間を揃えて下さいとの事なので
　枠の幅変えてます

『これまでも、これからも…伊賀の文化発信拠点でありたい』

　＜ふるさと＞という言葉は、離れて五十年余ともなると、
ずしりと重い。それが、ふるさとの力だろうか。やはり、私
にとって少年の頃、毎朝仰ぎ見た霊山、季節ごとに親しんだ
柘植川、それぞれにうれしい時、淋しい時に眼前にそっと浮
び上ってくる。
　高校時代の上野の街は城下町として、どっしりした趣が大
きな魅力だった。それは、伝統や歴史によるものであったの
かもしれない。静かで温かさを包容した雰囲気は得難いもの
だった、と振り返ることができる。
　伊賀といえば、“忍者の里”として広く知らされている。

たまたま宴席で座談が弾んで、「そうですか。伊賀はやっぱ
り忍者ですね」とやりとりすることになったが、芭蕉の生誕
地の話題はいっこうに出てこない。
　＜芭蕉さん＞は有名だけれども、生誕地が伊賀であること
は、あまり知られていないようだ。これは残念なことである。
　伊賀は、まさに文化豊かな地でなければならない。大都市
にないさまざまの魅力をもつ。かつて私も中学時代、芭蕉祭
をきっかけに俳句をつくったことがあった。あの当時、俳句
への関心の高まりや作句できたときの喜びは、いまも胸中に
在る。
　伊賀には名勝・史蹟・名物など数々。自慢したい文化財も
ある。ただ一方で、全国レベルからすれば、文化面でいまひ
とつ注目度は弱いといえる。どう活性化させるのか。＜新し
い芭蕉文化＞を伊賀文化振興につなげていくことが大切だと
願っている。
　たとえば、現在も催されているであろう全国の小学生・中
学生・高校生を対象にした俳句大会（通信投稿も可）の積極
的な展開。各地から、多くの人たちから話題を呼び伊賀文化
の香りをもっと見て、感じてもらうような機会づくりが生ま
れるとすれば、まことに快なることとなる。
　いま新緑の季節。ふるさと・伊賀の明るい山脈が、ふんわ
りと眼前に浮かんで来る。

「芭蕉生誕地への再見」
東アジア交流研究プロジェクト代表幹事　服部　治
金沢星陵大学名誉教授

広報事業委員　下猶茂樹

　４月１６日（土）・１７日（日）の両日、伊賀市文化会館にお
きまして、伊賀市文化会館開館２０周年記念イベント、ぶんと・
文化市場「ＯＴＯＭＯＮＯ－音楽とモノづくり空間－」を開催しま
した。
　記念にふさわしいイベント＆「ぶんと」の愛称を市民の皆様
に親しみを持ってもらえるような企画は出来ないか？　考えま
した。そして「ぶんと」を冠したイベント名、文化会館まるごと
全てを用いた「ＯＴＯＭＯＮＯ－音楽とモノづくり空間－」という
内容のイベントとなりました。
　ホールでは、三重県在住の和太鼓奏者、服部博之氏と新田
みかん氏による和太鼓と尺八・二胡の共演と、伊賀地域の和

太鼓５団体から奏者４２名
との大コラボレーション
「一會」を演奏。伊賀地
域高校生美術部生徒によ
る「若きアーティストたち
展」。イガデハク（伊賀で

デザイン博）のぶんとバージョン。野外ステージを囲んだ手づ
くり市など。ひとつひとつでも充分なイベントが一同に集まって、
中身の濃い２日間になりました。
　多くの参加者・来場者に「文化の空間」＝「ぶんとのイベント」

を楽しんで頂けたのではと思いま
す。伊賀市文化会館がこれまでも、
これからも伊賀の文化発信拠点で
あり続けられる事、そのためにま
た頑張っていきたいと思います。
　なお今回の会場にて、東日本大
震災への義援金を募りました。参
加者による「もちより市」と募金箱
にて、もちより市：５７,４５３円・
募金箱：３２,６９６円＝合計：９０,
１４９円を伊賀市役所を通して、日
本赤十字社に届けさせて頂きまし
た。ご協力ありがとうございました。
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太鼓５団体から奏者４２名
との大コラボレーション
「一會」を演奏。伊賀地
域高校生美術部生徒によ
る「若きアーティストたち
展」。イガデハク（伊賀で

デザイン博）のぶんとバージョン。野外ステージを囲んだ手づ
くり市など。ひとつひとつでも充分なイベントが一同に集まって、
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を楽しんで頂けたのではと思いま
す。伊賀市文化会館がこれまでも、
これからも伊賀の文化発信拠点で
あり続けられる事、そのためにま
た頑張っていきたいと思います。
　なお今回の会場にて、東日本大
震災への義援金を募りました。参
加者による「もちより市」と募金箱
にて、もちより市：５７，４５３円・
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美輪明宏さん

来る７月18日（月・祝）、伊賀市文化会館で「美輪明宏音
楽会＜愛＞」が開催されます。公演に先立って、美輪さんに
お話をうかがいました。

Ｑ．ある雑誌の人生相談を毎月読ませていただいてます。厳
しくても＜愛＞のある答えにいつも納得させられます。最近
の若い方についてどのように思われますか。
Ａ．戦争中や終戦後から続いて来た“攻撃的で利己主義、不
良じみている事がカッコイイ”とされていた時代が今や流行
遅れで“ダサイ”となり、男女優もスポーツ選手も皆礼儀正
しく上品で優しく親孝行で言葉づかいも丁寧な正統派が若い
人の主流になって来て非常に結構なことだと思います。　
Ｑ．ヨイトマケの唄からシャンソンまで広く歌われています
が、シャンソンに取り組まれたキッカケは何ですか。
Ａ．シャンソンの持つ美しいメロディー・音楽性、詩の内容
の多様性・深さ、ドラマツルギーと文学性、成熟度などです。

Ｑ．ヘアスタイル
や衣装、アクセサ
リーにどのような
こだわりをお持ち
でしょうか。お好
きな色があれば教
えてください。
Ａ．別にこだわり
はありません。好
きな色は淡いパ
ステルカラー全
般です。

伊賀でのコンサートで歌はもちろんですが、きれいなお姿と
優雅な衣装を楽しみにしています。

（広報事業委員　松永啓子）

来る８月６日（土）あ
やま文化センターにお
きまして「松永貴志デ
ビュー 10周年記念ピ
アノソロコンサート」を
開催します。若手ジャ
ズミュージシャンとし
て活躍の、松永さんに
お話をうかがいました。

Ｑ．松永さんは、５歳からピアノやオルガンを弾き、「ずば
抜けた才能」を伸ばし、多くの賞賛を得ながら音楽活動を続
けられてこられましたが、これまでの歩みの中で支えにして
きたことがあれば教えてください。

Ａ．伝えることを必ず決めて演奏しています。音楽を通じて
少しでも楽しい時間を一緒に過ごすことができたらと思って
演奏しています。　
Ｑ．デビュー10周年を記念して、コンサート活動をされて
いますが、様々な演奏を通じて表現したい「松永貴志のピア
ノ芸術」の魅力はなんですか？
Ａ．ピアノの魅力は様々ですが、なるべく色々な音を使って
音を演出できればと思います。
Ｑ．これからの夢と伊賀での公演を前にしてのお気持ちをお
聞かせください。
Ａ．10年あっという間でしたが、これからもピアニスト、
作曲家として新しい事にどんどん挑戦していきたいと思って
います。応援よろしくお願いします。

（広報事業委員　西岡時彦）

来る9月18日（日）、伊賀市文化会館におきまして「米村で
んじろう おもしろサイエンスショー2011」が開催されます。
公演を前に、でんじろうさんにお話をうかがいました。

Ｑ．でんじろうさんにとって、科学とは？
Ａ．「科学」は「科楽」！　みんなが楽しめる「科楽」を目
指しています。
Ｑ．「おもしろサイエンスショー」で、伊賀の特に子どもた
ちに伝えたい思いは？
Ａ．サイエンスショーの中で学んだ知識はいつかは忘れてし
まうかもしれませんが、楽しんだ体験や驚きはずっと覚えて
いるもの。体験することが大事です。これを機会に、身近に
ある科学に目を向けてみて下さい。不思議と思う気持ちを大
切に！

Ｑ．これからの科
学と人間の関わり
について、どうお
考えになられます
か？
Ａ．子どもたちが
科学に興味を持っ
て勉強をすること
で、今地球で問題
になっている環境
問題なども解決していくことでしょう。科学とは元来人間の
知恵。子どもたちの知恵によって、明るい未来の扉が開かれ
ることでしょう。

（広報事業委員　廣澤良美）

松永貴志さん

米村でんじろうさん

ぶ ん と 通 信第76号 2



↓今までの大きさ

→今回上と下の行間を揃えて下さいとの事なので
　枠の幅変えてます

『これまでも、これからも…伊賀の文化発信拠点でありたい』

　＜ふるさと＞という言葉は、離れて五十年余ともなると、
ずしりと重い。それが、ふるさとの力だろうか。やはり、私
にとって少年の頃、毎朝仰ぎ見た霊山、季節ごとに親しんだ
柘植川、それぞれにうれしい時、淋しい時に眼前にそっと浮
び上ってくる。
　高校時代の上野の街は城下町として、どっしりした趣が大
きな魅力だった。それは、伝統や歴史によるものであったの
かもしれない。静かで温かさを包容した雰囲気は得難いもの
だった、と振り返ることができる。
　伊賀といえば、“忍者の里”として広く知らされている。

たまたま宴席で座談が弾んで、「そうですか。伊賀はやっぱ
り忍者ですね」とやりとりすることになったが、芭蕉の生誕
地の話題はいっこうに出てこない。
　＜芭蕉さん＞は有名だけれども、生誕地が伊賀であること
は、あまり知られていないようだ。これは残念なことである。
　伊賀は、まさに文化豊かな地でなければならない。大都市
にないさまざまの魅力をもつ。かつて私も中学時代、芭蕉祭
をきっかけに俳句をつくったことがあった。あの当時、俳句
への関心の高まりや作句できたときの喜びは、いまも胸中に
在る。
　伊賀には名勝・史蹟・名物など数々。自慢したい文化財も
ある。ただ一方で、全国レベルからすれば、文化面でいまひ
とつ注目度は弱いといえる。どう活性化させるのか。＜新し
い芭蕉文化＞を伊賀文化振興につなげていくことが大切だと
願っている。
　たとえば、現在も催されているであろう全国の小学生・中
学生・高校生を対象にした俳句大会（通信投稿も可）の積極
的な展開。各地から、多くの人たちから話題を呼び伊賀文化
の香りをもっと見て、感じてもらうような機会づくりが生ま
れるとすれば、まことに快なることとなる。
　いま新緑の季節。ふるさと・伊賀の明るい山脈が、ふんわ
りと眼前に浮かんで来る。

「芭蕉生誕地への再見」
東アジア交流研究プロジェクト代表幹事　服部　治
金沢星陵大学名誉教授

広報事業委員　下猶茂樹

　４月１６日（土）・１７日（日）の両日、伊賀市文化会館にお
きまして、伊賀市文化会館開館２０周年記念イベント、ぶんと・
文化市場「ＯＴＯＭＯＮＯ－音楽とモノづくり空間－」を開催しま
した。
　記念にふさわしいイベント＆「ぶんと」の愛称を市民の皆様
に親しみを持ってもらえるような企画は出来ないか？　考えま
した。そして「ぶんと」を冠したイベント名、文化会館まるごと
全てを用いた「ＯＴＯＭＯＮＯ－音楽とモノづくり空間－」という
内容のイベントとなりました。
　ホールでは、三重県在住の和太鼓奏者、服部博之氏と新田
みかん氏による和太鼓と尺八・二胡の共演と、伊賀地域の和

太鼓５団体から奏者４２名
との大コラボレーション
「一會」を演奏。伊賀地
域高校生美術部生徒によ
る「若きアーティストたち
展」。イガデハク（伊賀で

デザイン博）のぶんとバージョン。野外ステージを囲んだ手づ
くり市など。ひとつひとつでも充分なイベントが一同に集まって、
中身の濃い２日間になりました。
　多くの参加者・来場者に「文化の空間」＝「ぶんとのイベント」

を楽しんで頂けたのではと思いま
す。伊賀市文化会館がこれまでも、
これからも伊賀の文化発信拠点で
あり続けられる事、そのためにま
た頑張っていきたいと思います。
　なお今回の会場にて、東日本大
震災への義援金を募りました。参
加者による「もちより市」と募金箱
にて、もちより市：５７,４５３円・
募金箱：３２,６９６円＝合計：９０,
１４９円を伊賀市役所を通して、日
本赤十字社に届けさせて頂きまし
た。ご協力ありがとうございました。

『これまでも、これからも…伊賀の文化発信拠点でありたい』

　＜ふるさと＞という言葉は、離れて五十年余ともなると、

ずしりと重い。それが、ふるさとの力だろうか。やはり、私

にとって少年の頃、毎朝仰ぎ見た霊山、季節ごとに親しんだ

柘植川、それぞれにうれしい時、淋しい時に眼前にそっと浮

び上ってくる。

　高校時代の上野の街は城下町として、どっしりした趣が大

きな魅力だった。それは、伝統や歴史によるものであったの

かもしれない。静かで温かさを包容した雰囲気は得難いもの

だった、と振り返ることができる。

　伊賀といえば、“忍者の里”として広く知らされている。

たまたま宴席で座談が弾んで、「そうですか。伊賀はやっぱ

り忍者ですね」とやりとりすることになったが、芭蕉の生誕

地の話題はいっこうに出てこない。

　＜芭蕉さん＞は有名だけれども、生誕地が伊賀であること

は、あまり知られていないようだ。これは残念なことである。

　伊賀は、まさに文化豊かな地でなければならない。大都市

にないさまざまの魅力をもつ。かつて私も中学時代、芭蕉祭

をきっかけに俳句をつくったことがあった。あの当時、俳句

への関心の高まりや作句できたときの喜びは、いまも胸中に

在る。

　伊賀には名勝・史蹟・名物など数々。自慢したい文化財も

ある。ただ一方で、全国レベルからすれば、文化面でいまひ

とつ注目度は弱いといえる。どう活性化させるのか。＜新し

い芭蕉文化＞を伊賀文化振興につなげていくことが大切だと

願っている。

　たとえば、現在も催されているであろう全国の小学生・中

学生・高校生を対象にした俳句大会（通信投稿も可）の積極

的な展開。各地から、多くの人たちから話題を呼び伊賀文化

の香りをもっと見て、感じてもらうような機会づくりが生ま

れるとすれば、まことに快なることとなる。

　いま新緑の季節。ふるさと・伊賀の明るい山脈が、ふんわ

りと眼前に浮かんで来る。

「芭蕉生誕地への再見」
東アジア交流研究プロジェクト代表幹事　服部　治
金沢星陵大学名誉教授

広報事業委員　下猶茂樹

　４月１６日（土）・１７日（日）の両日、伊賀市文化会館にお
きまして、伊賀市文化会館開館２０周年記念イベント、ぶんと・
文化市場「ＯＴＯＭＯＮＯ－音楽とモノづくり空間－」を開催しま
した。
　記念にふさわしいイベント＆「ぶんと」の愛称を市民の皆様
に親しみを持ってもらえるような企画は出来ないか？　考えま
した。そして「ぶんと」を冠したイベント名、文化会館まるごと
全てを用いた「ＯＴＯＭＯＮＯ－音楽とモノづくり空間－」という
内容のイベントとなりました。
　ホールでは、三重県在住の和太鼓奏者、服部博之氏と新田
みかん氏による和太鼓と尺八・二胡の共演と、伊賀地域の和

太鼓５団体から奏者４２名
との大コラボレーション
「一會」を演奏。伊賀地
域高校生美術部生徒によ
る「若きアーティストたち
展」。イガデハク（伊賀で

デザイン博）のぶんとバージョン。野外ステージを囲んだ手づ
くり市など。ひとつひとつでも充分なイベントが一同に集まって、
中身の濃い２日間になりました。
　多くの参加者・来場者に「文化の空間」＝「ぶんとのイベント」

を楽しんで頂けたのではと思いま
す。伊賀市文化会館がこれまでも、
これからも伊賀の文化発信拠点で
あり続けられる事、そのためにま
た頑張っていきたいと思います。
　なお今回の会場にて、東日本大
震災への義援金を募りました。参
加者による「もちより市」と募金箱
にて、もちより市：５７，４５３円・
募金箱：３２，６９６円＝合計：９０，
１４９円を伊賀市役所を通して、日
本赤十字社に届けさせて頂きまし
た。ご協力ありがとうございました。

美輪明宏さん

来る７月18日（月・祝）、伊賀市文化会館で「美輪明宏音
楽会＜愛＞」が開催されます。公演に先立って、美輪さんに
お話をうかがいました。

Ｑ．ある雑誌の人生相談を毎月読ませていただいてます。厳
しくても＜愛＞のある答えにいつも納得させられます。最近
の若い方についてどのように思われますか。
Ａ．戦争中や終戦後から続いて来た“攻撃的で利己主義、不
良じみている事がカッコイイ”とされていた時代が今や流行
遅れで“ダサイ”となり、男女優もスポーツ選手も皆礼儀正
しく上品で優しく親孝行で言葉づかいも丁寧な正統派が若い
人の主流になって来て非常に結構なことだと思います。　
Ｑ．ヨイトマケの唄からシャンソンまで広く歌われています
が、シャンソンに取り組まれたキッカケは何ですか。
Ａ．シャンソンの持つ美しいメロディー・音楽性、詩の内容
の多様性・深さ、ドラマツルギーと文学性、成熟度などです。

Ｑ．ヘアスタイル
や衣装、アクセサ
リーにどのような
こだわりをお持ち
でしょうか。お好
きな色があれば教
えてください。
Ａ．別にこだわり
はありません。好
きな色は淡いパ
ステルカラー全
般です。

伊賀でのコンサートで歌はもちろんですが、きれいなお姿と
優雅な衣装を楽しみにしています。

（広報事業委員　松永啓子）

来る８月６日（土）あ
やま文化センターにお
きまして「松永貴志デ
ビュー 10周年記念ピ
アノソロコンサート」を
開催します。若手ジャ
ズミュージシャンとし
て活躍の、松永さんに
お話をうかがいました。

Ｑ．松永さんは、５歳からピアノやオルガンを弾き、「ずば
抜けた才能」を伸ばし、多くの賞賛を得ながら音楽活動を続
けられてこられましたが、これまでの歩みの中で支えにして
きたことがあれば教えてください。

Ａ．伝えることを必ず決めて演奏しています。音楽を通じて
少しでも楽しい時間を一緒に過ごすことができたらと思って
演奏しています。　
Ｑ．デビュー10周年を記念して、コンサート活動をされて
いますが、様々な演奏を通じて表現したい「松永貴志のピア
ノ芸術」の魅力はなんですか？
Ａ．ピアノの魅力は様々ですが、なるべく色々な音を使って
音を演出できればと思います。
Ｑ．これからの夢と伊賀での公演を前にしてのお気持ちをお
聞かせください。
Ａ．10年あっという間でしたが、これからもピアニスト、
作曲家として新しい事にどんどん挑戦していきたいと思って
います。応援よろしくお願いします。

（広報事業委員　西岡時彦）

来る9月18日（日）、伊賀市文化会館におきまして「米村で
んじろう おもしろサイエンスショー2011」が開催されます。
公演を前に、でんじろうさんにお話をうかがいました。

Ｑ．でんじろうさんにとって、科学とは？
Ａ．「科学」は「科楽」！　みんなが楽しめる「科楽」を目
指しています。
Ｑ．「おもしろサイエンスショー」で、伊賀の特に子どもた
ちに伝えたい思いは？
Ａ．サイエンスショーの中で学んだ知識はいつかは忘れてし
まうかもしれませんが、楽しんだ体験や驚きはずっと覚えて
いるもの。体験することが大事です。これを機会に、身近に
ある科学に目を向けてみて下さい。不思議と思う気持ちを大
切に！

Ｑ．これからの科
学と人間の関わり
について、どうお
考えになられます
か？
Ａ．子どもたちが
科学に興味を持っ
て勉強をすること
で、今地球で問題
になっている環境
問題なども解決していくことでしょう。科学とは元来人間の
知恵。子どもたちの知恵によって、明るい未来の扉が開かれ
ることでしょう。

（広報事業委員　廣澤良美）

松永貴志さん

米村でんじろうさん
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楽しいなにか？　便利ななにか？
嬉しいなにか？　ここから生まれるよ

ぶんと「伊賀のたまご」

　
完
全
な
朝
型
人
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

東
京
時
代
は
夜
型
で
、
い
つ
も
寝
る
の
は

明
け
方
だ
っ
た
の
に
で
あ
る
。
今
は
、
ど

ん
な
に
遅
く
て
も
、
そ
の
日
の
う
ち
に
就

寝
し
て
、
大
抵
は
早
朝
五
時
前
後
に
起
床

す
る
。
た
ま
に
、
三
時
半
や
四
時
に
目
が

覚
め
て
起
き
出
す
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な

時
は
、
ま
ず
仏
壇
に
お
茶
と
水
を
あ
げ
、

コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
る
。
香
り
と
味
を
ゆ
っ

く
り
と
楽
し
み
な
が
ら
、
伊
賀
鉄
道
の
一

番
電
車
が
通
る
の
を
待
つ
。
読
書
を
し
た
り
、

深
夜
の
テ
レ
ビ
を
見
た
り
し
て
刻
の
経
つ

の
を
待
つ
こ
と
も
む
ろ
ん
あ
る
。

　
電
車
が
通
る
音
を
確
認
し
た
ら
、
朝
の

行
事
に
取
り
か
か
る
。
猫
の
ト
イ
レ
の
始

末
を
し
た
り
、
汚
れ
の
目
立
つ
所
を
拭
い

た
り
し
て
、
時
間
を
見
計
ら
い
洗
顔
に
か

か
る
。
歯
を
磨
い
た
り
顔
を
洗
っ
た
り
し

て
い
る
間
に
、
電
車
の
通
過
す
る
音
が
す
る
。

「
あ
ー
よ
か
っ
た
。
こ
れ
で
今
日
も
無
事
に

す
む
」

　
こ
れ
が
わ
た
し
の
毎
日
の
験
で
あ
る
。

洗
顔
中
に
電
車
が
通
れ
ば
、
そ
の
日
は
平
穏
。

も
し
通
ら
な
け
れ
ば
、
何
か
変
事
が
起
き
る
。

東
京
か
ら
故
郷
へ
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
以
来
、

な
ぜ
だ
か
そ
う
信
じ
て
疑
わ
ず
、
ず
っ
と

思
い
込
ん
で
き
た
。
だ
か
ら
、
洗
顔
中
に

電
車
の
音
が
し
な
か
っ
た
ら
、
も
う
大
変
、

何
か
お
き
る
ぞ
と
心
し
て
、
注
意
に
注
意

を
重
ね
て
き
た
。
そ
れ
で
も
、
落
し
物
、

忘
れ
物
を
し
た
り
す
る
。
ゆ
え
に
、
電
車

の
音
は
、
わ
た
し
に
と
っ
て
の
験
か
つ
ぎ
、

な
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
、
時
刻
表
を
見

て
洗
顔
す
れ
ば
、
と
考
え
る
が
、
そ
れ
で

は
験
に
な
ら
な
い
の
だ
。
あ
く
ま
で
も
、

そ
の
日
の
朝
の
勘
で
や
ら
な
く
て
は
意
味

が
な
い
か
ら
だ
。

　
験
を
か
つ
ぐ
人
は
、
ス
ポ
ー
ツ
界
や
芸

能
界
に
多
い
。
か
の
野
村
克
也
氏
は
、
勝
っ

た
日
の
下
着
を
敗
け
る
ま
で
取
り
替
え
な

か
っ
た
そ
う
だ
。

　
芸
能
人
で
も
、
仕
事
場
の
往
復
の
道
順

を
決
め
て
い
た
り
、
靴
下
を
右
足
か
ら
か

な
ら
ず
は
く
と
か
、
こ
こ
一
番
の
勝
負
所

で
は
色
の
決
ま
っ
た
服
を
着
る
と
か
。
さ

ま
ざ
ま
な
験
の
か
つ
ぎ
か
た
が
あ
る
。
ま

あ
一
種
の
神
頼
み
と
い
う
べ
き
か
な
あ
。

　
験
か
つ
ぎ
が
深
間
に
は
ま
る
と
、
占
い

に
凝
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
わ
た
し
の
親

友
の
一
人
に
占
い
に
執
着
し
、
あ
る
高
名

な
占
い
師
に
傾
倒
、
そ
の
人
の
言
う
通
り

行
動
す
る
女
性
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
い
た
。

彼
女
が
担
当
す
る
俳
優
達
は
、
占
い
師
の

ご
託
宣
の
ま
ま
、
仕
事
を
引
き
受
け
た
り
、

断
っ
た
り
し
て
い
た
。
彼
女
が
独
立
し
た

時
も
、
事
務
所
の
名
称
、
場
所
、
引
き
受

け
る
タ
レ
ン
ト
た
ち
の
人
選
ま
で
す
べ
て

占
い
師
の
い
い
な
り
に
従
っ
た
。
む
ろ
ん
、

彼
女
も
必
死
に
頑
張
っ
た
。
そ
の
お
か
げ

で
経
営
は
順
調
、
役
者
た
ち
も
、
そ
れ
な

り
に
仕
事
に
恵
ま
れ
た
。
わ
た
し
は
、
そ

れ
を
、
彼
女
の
努
力
の
結
果
だ
と
思
っ
て

い
る
が
、
彼
女
は
占
い
師
の
力
だ
と
感
謝
し
、

多
額
の
寄
進
を
お
し
ま
な
か
っ
た
。
わ
た

し
も
一
度
鑑
定
し
て
も
ら
え
と
、
彼
女
に

勧
め
ら
れ
、
興
味
半
分
で
行
っ
た
。
女
性

占
い
師
だ
っ
た
が
、
き
ん
き
ら
き
ん
の
衣

装
で
現
れ
る
や
、
い
き
な
り
「
名
前
が
悪
い
。

改
名
し
な
さ
い
」
と
下
手
く
そ
な
字
で„
北

泉
　
恵
（
め
ぐ
み
）“
と
書
い
て
よ
こ
し
た
。

恵
は
兄
の
名
前
だ
。
兄
は
恵
（
め
ぐ
む
）
と

言
う
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
も
使
え
な
い
。
そ

れ
に
、
霊
感
だ
そ
う
だ
が
、
親
が
愛
情
を

こ
め
て
付
け
て
く
れ
た
名
前
を
、
何
の
根

拠
も
理
由
も
な
し
に
改
名
な
ん
て
、
と
て

も
納
得
で
き
な
い
。丁
寧
に
断
っ
た
ら
、「
あ

な
た
と
は
相
性
が
悪
い
。
ご
縁
は
な
か
っ

た
」
と
席
を
立
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
、

鑑
定
料
大
枚
五
万
円
と
ら
れ
た
。

　
以
来
、
わ
た
し
は
占
い
の
た
ぐ
い
を
一

切
信
じ
な
い
。
た
だ
、
さ
さ
や
か
に
自
分

だ
け
の
験
か
つ
ぎ
を
や
っ
て
、
一
喜
一
憂

し
て
い
る
の
が
分
相
応
だ
。
誰
に
も
心
に

不
安
や
心
配
は
あ
る
。
悩
み
も
迷
い
も
あ
る
。

そ
れ
を
、
小
さ
な
験
か
つ
ぎ
で
少
し
だ
け

溶
か
し
て
い
れ
ば
い
い
で
は
な
い
か
。
生

き
て
い
る
限
り
苦
悶
と
葛
藤
は
そ
の
道
づ

れ
な
の
だ
か
ら
・
・
・
。（

作
家
・
市
内
在
住
）

「
験
か
つ
ぎ
」

北
泉
優
子

「三重大学伊賀研究拠点所長就任の挨拶」　  加納　哲
　本研究拠点の所長を拝命いたしました加納でございます。こ
れから２年間よろしくお願い申し上げます。本研究拠点は伊賀
市の要請でこの地域の研究開発等に関する事項を支援すること
を目的に設立された組織でございます。産学官連携地域産業創
造センターが建設され、三重大学伊賀研究拠点の活動が本格的
に開始され２年がたちました。その間、各種の企画が実施され
一定の成果を上げて参りました。この間の企画の多くは生物資
源に関わる内容が目立っている印象がございます。伊賀市に
はこれ以外の産業があり、また三重大学には工学、医学、人
文教育に対する研究支援能力がございます。これらの関連分野
についても、伊賀地域からの支援要請があれば三重大学と連携

を保ちつつ、この地域の発展に貢献
してゆく準備がございます。
　また、伊賀研究拠点として、能動
的に研究支援を提案してゆくことも
重要な役割であると考えます。伊賀
地域は忍者という独特の伝統文化を
継承しています。日本食の世界への
浸透をきっかけの一つとして、世界
から日本文化が注目を集める状況が
続いています。忍者という言葉も英
語表記となりSamuraiについで国際的に通用する言葉として認
められるようになって参りました。これは伊賀地域の文化が世
界から注目を集められる好機であり、伊賀地域はこれを利用す
る権利があります。
　この世界ブランド化しつつある文化を上手く取り込んだ企画
を伊賀市とともに提案してゆくことも本研究拠点の重要な役割
であると考えます。

　 げ
ん

ふ
か
ま

「城下町整備・400年後」

　今をさかのぼること400年、藤堂高虎は上野城の外堀

の南に東西に三筋の町と三筋の立町通りが南北に交わる

ことを基本に城下を整備しはじめました。

　藤堂藩32万石のうち、ひとつの国を丸ごと与えられた

のは伊賀の国だけでした。豊かな国づくりのためには、

まずその中心となる拠点作りは不可欠です。まちという

ものは様々な要因によって成立するものですが、現在の

うえのまちは自然発生的に生まれた町ではなく、あきら

かに計画的に作られたまちなのです。

　まちが大きく変わろうとしています。人の暮らしぶり

が変わればおのずと変わってゆくものですが、まちの機

能を分散することと求心力を分散してしまうこととは違

います。目先の利便や都合のみを優先してその力を失っ

たまちは緩急の差はあれ、いずれ衰退の途をたどること

になると思われます。また、新しいものと旧来のものを

調和させる能力を持ち合わせなければ、その特性や良さ

は失われ、どこにでもある、どこにあってもいいまちに

なることでしょう。

　このまちの次の100年の計、それは今まさにこの時な

のでしょうか。

（広報事業委員　菊野善久）

　東北沖地震が起こった翌日から約１ヵ月半、在住外国
人向けに、多言語災害情報を届けるお手伝いをさせてい
ただきました。担当はインドネシア語翻訳のコーディネー
ト。ほぼ毎日、十数時間で数枚の翻訳を仕上げます。し
かし、インターネットでの情報提供は、相手の顔や反応
が分からないことがもどかしく、現地はどんな状況か、
この作業が本当に誰かの力になっているのか、悶々とし
ていました。４月末、各地の多言語センターでも情報提
供ができる状況になってきたのを機に、三重県が応援し
ている岩手県山田町で災害ボランティアとして約１週間
活動させてもらいました。こんなときだからこそ、誰か
１人でも元気になってほしいと、じっとしていることが
出来ませんでした。
　そんな私の小学校時代の成績表には「積極性が足りま
せん」と書かれていました。引っ込み思案で、いつもボーっ
としていた私は、毎週土曜日にテレビ放映される松竹新
喜劇の藤山寛美さんが大好きでした。アホ役を見事に演
じ、観る人を元気にする寛美さんにあこがれていました。

　その10年後、周囲の反対を押し切り役者の道に進みま
した。役者という仕事を通じて寛美さんのようにみんな
を笑顔にしたいと。さらに15年後には、多文化共生の
NPOを立ち上げました。言葉や文化の違いに悩む外国出
身の人々や元気のない地域に、少しでも元気になっても
らえたらとの思いからです。
　今回参加したみえ災害ボランティアのキャッチコピー
は「みんなのえがおが見たいから」です。そうなんだなぁ、
「みんなの笑顔が見たいから！」だから、今日も走ってま
す。

（伊賀市緑ケ丘在住）

「みんなの笑顔が見たいから」
　NPO法人伊賀の伝丸　和田京子

つたまる
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楽しいなにか？　便利ななにか？
嬉しいなにか？　ここから生まれるよ

ぶんと「伊賀のたまご」

　
完
全
な
朝
型
人
間
に
な
っ
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ま
っ
た
。

東
京
時
代
は
夜
型
で
、
い
つ
も
寝
る
の
は

明
け
方
だ
っ
た
の
に
で
あ
る
。
今
は
、
ど

ん
な
に
遅
く
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も
、
そ
の
日
の
う
ち
に
就
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抵
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早
朝
五
時
前
後
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床

す
る
。
た
ま
に
、
三
時
半
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四
時
に
目
が

覚
め
て
起
き
出
す
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な

時
は
、
ま
ず
仏
壇
に
お
茶
と
水
を
あ
げ
、

コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
る
。
香
り
と
味
を
ゆ
っ

く
り
と
楽
し
み
な
が
ら
、
伊
賀
鉄
道
の
一

番
電
車
が
通
る
の
を
待
つ
。
読
書
を
し
た
り
、

深
夜
の
テ
レ
ビ
を
見
た
り
し
て
刻
の
経
つ

の
を
待
つ
こ
と
も
む
ろ
ん
あ
る
。

　
電
車
が
通
る
音
を
確
認
し
た
ら
、
朝
の

行
事
に
取
り
か
か
る
。
猫
の
ト
イ
レ
の
始

末
を
し
た
り
、
汚
れ
の
目
立
つ
所
を
拭
い

た
り
し
て
、
時
間
を
見
計
ら
い
洗
顔
に
か

か
る
。
歯
を
磨
い
た
り
顔
を
洗
っ
た
り
し

て
い
る
間
に
、
電
車
の
通
過
す
る
音
が
す
る
。

「
あ
ー
よ
か
っ
た
。
こ
れ
で
今
日
も
無
事
に

す
む
」

　
こ
れ
が
わ
た
し
の
毎
日
の
験
で
あ
る
。

洗
顔
中
に
電
車
が
通
れ
ば
、
そ
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日
は
平
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。

も
し
通
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、
何
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事
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起
き
る
。

東
京
か
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郷
へ
Ｕ
タ
ー
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し
て
以
来
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な
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そ
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思
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込
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で
き
た
。
だ
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、
洗
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。
そ
れ
で
も
、
落
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ゆ
え
に
、
電
車
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わ
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っ
て
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か
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ぎ
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な
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で
あ
る
。
そ
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な
ら
、
時
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表
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て
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顔
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れ
ば
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が
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ら
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も
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。

　
験
を
か
つ
ぐ
人
は
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ス
ポ
ー
ツ
界
や
芸

能
界
に
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い
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か
の
野
村
克
也
氏
は
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勝
っ
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下
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け
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取
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え
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か
っ
た
そ
う
だ
。
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右
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着
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。
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友
の
一
人
に
占
い
に
執
着
し
、
あ
る
高
名

な
占
い
師
に
傾
倒
、
そ
の
人
の
言
う
通
り

行
動
す
る
女
性
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
い
た
。
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独
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。
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迷
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。
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としていた私は、毎週土曜日にテレビ放映される松竹新
喜劇の藤山寛美さんが大好きでした。アホ役を見事に演
じ、観る人を元気にする寛美さんにあこがれていました。

　その10年後、周囲の反対を押し切り役者の道に進みま
した。役者という仕事を通じて寛美さんのようにみんな
を笑顔にしたいと。さらに15年後には、多文化共生の
NPOを立ち上げました。言葉や文化の違いに悩む外国出
身の人々や元気のない地域に、少しでも元気になっても
らえたらとの思いからです。
　今回参加したみえ災害ボランティアのキャッチコピー
は「みんなのえがおが見たいから」です。そうなんだなぁ、
「みんなの笑顔が見たいから！」だから、今日も走ってま
す。

（伊賀市緑ケ丘在住）

「みんなの笑顔が見たいから」
　NPO法人伊賀の伝丸　和田京子

つたまる
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トロンボーン ワークショップ 質感体験！イガデハク
　　　in 上野歴史民俗資料館

上野歴史民俗資料館　夏休み特別企画

第４回
ゆめテクノ伊賀・こども大学

【日　　時】　7月2日（土）　18：15開場　18：30開演
【場　　所】　ふるさと会館いが　小ホール
【入 場 料】　無料（チャリティー募金にご協力下さい）
【お問合せ】　伊賀市文化都市協会　☎22－0511

  Full・Come・Live
地域で文化活動している方に発表の場を提供！！
今回チャリティーにご協力いただく出演者は３組です。
お友達やご家族と一緒にご来場ください。

チャリティーライブ Vol.34

M・Kurahashi
Ojn’s old love songs
明日への愛“始動”

BATTLE BOY
音楽で人生を楽しくしようと
思っています。その楽しみを
みなさんといっしょに！！

zacc
新メンバー加入しての初ラ
イブ。新しいサウンドをお
届けします。

【日　時】　8月11日（木）午前の部 9：30～　午後の部 13：30～
【場　所】　ゆめテクノ伊賀（ゆめが丘一丁目３－３）
【参加料】　無料
【対象者】　小学生　※３年生以下の参加者は必ず保護者同伴
【定　員】　午前の部、午後の部　各３５名　合計70名
【内　容】　・加藤教授による「分光フィルム」を使った万華鏡作り

・田口教授による太陽光の話と太陽電池を使った工作
・白鳳高校エコカー部のソーラーカーの展示

【持ち物】　かなづち・帽子
【申込受付】　７月19日（火）午前９時から「ゆめテクノ伊賀」☎41-1061にて受付

※先着順とし、定員になり次第締切
※受付は平日の９：00～17：00

【応募対象】
・和太鼓の演奏経験者　・1チーム10人程度
・持ち時間は15分（セッティング・転換含）
※応募多数の場合は選考有　※出演は選考により決定（7月予定）
【募集チーム数】　①中学生以下･･･４チーム
　　　　　　　　　②大学生以下･･･1チーム
【参加費】　無料
【練習日】　8/27(土）伊賀市文化会館　13：30～17：00
　　　　　10/1(土）伊賀市文化会館　13：30～16：30
　　　　　11/5(土）、12/11（日）ふるさと会館いが　13：30～17：00
【募集期間】　6月1日（水）～6月30日（木）必着
※提出物等の詳細は、お問合せ下さい。伊賀市文化都市協会事務局 ☎22-0511

桜の時期に、桜のライトアップとキャンプ場の無料開放を行います。
桜を見ながらのバーベキューや、場内の散策の他、新しくなった
遊具もお楽しみください。
【場　所】　岩倉峡公園キャンプ場
【実施日】　4月7日（木）・８日（金）・11日（月）・12日（火）・13日（水）
【時　間】　午前11時から午後9時まで
　　　　　ライトアップ時間　午後6時から午後9時まで
【受　付】　バーベキュードームのテーブルをご利用される場合
　　　　　は、事前に受付を済ませてください。
　　　　　・使用時間 午前11時から午後8時30分まで（1回4時間以内）
　　　　　・貸付用具をご利用の際は、貸付用具代が必要となります。

【お問合せ】　岩倉峡公園キャンプ場　☎24-0146

岩倉峡公園キャンプ場 施設無料開放
桜のライトアップと夜桜バーベキュー！

参加者募集

4月9日（土）青山ホールで開催の「トロンボーン・クァルテット・
TINTS in 青山」にあわせて、TINTSによるトロンボーンワーク
ショップを開催します。

【日　　時】　4月9日（土）13：30～15：30
【場　　所】　青山ホール　館内
【内　　容】　テナートロンボーン（初・中・上級）
　　　　　　バストロンボーン　各10名
【対 象 者】　本公演のチケット購入者で、演奏経験者
【申込受付】　2月19日（土）から、TEL・FAXで受付
　　　　　　(財)伊賀市文化都市協会本部事務局
　　　　　　☎22-0511 / FAX22-0512
　　　　　　※楽器は各自でご準備ください。

　夏休み期間の子どもたちに「楽しく、質の高い手づくり体験」
をしてもらいたいと、昨年に引き続き、手づくり体験イベントを
行います。
　毎年12月上旬、全国からアート＆クラフト・手づくり作家・
匠が集結し、出展ブースを繰り広げる「イガデハク＝伊賀でデザ
イン博」。その出展作家の皆さんに協力していただき、作品の質
感の高さを感じる作品展示・体験の場を用意します。
【場　　所】　上野歴史民俗資料館
【期　　間】　7月16日（土）～8月28日（日）
【開館時間】　9：00～16：30
【入 館 料】　大人200円、高・大学生150円、小中学生100円
※参加作家・体験の内容については、チラシをご覧ください。
※体験イベントに参加する場合は、実費が必要です。

現代柄の刺し子 de
オリジナル小銭入れ作りに挑戦！

栄楽館施設利活用事業

現代柄の布地に、「刺し子」で模様を縫いこんで、
小銭入れ作りに挑戦しよう！自分だけのオリジナ
ル作品を、ご家族やお友達と一緒に楽しく作ってみましょう！

【日　　時】　７月３０日（土）①9：30～ ②13：30～
【場　　所】　生涯学習施設　栄楽館
　　　　　　駐車場はございませんのでご了承ください。
【対　　象】　小学生４年生以上
【料　　金】　500円（保険代、材料費含む）
【定　　員】　各20名（限定）
【講　　師】　お針子 燦　辻田佳代先生
【申　　込】　７月２日（土）午前10時から☎22－0511にて受付

参加者募集

毎日、午後6時から先着50名に、管理棟にて温かい飲み物を振る舞います！

■ふるさと会館いが　　　７月30日（土）　 10：00～17：00
■青山ホール　　　　　　８月７日（日）　 10：00～17：00
【演奏時間】　１枠30分　※おひとり1枠のみ

申込者本人の利用。音楽教室等の指導としての利用は不可。
【参 加 費】　500円

青山ホールに限り、2台のピアノの場合は２人以上
１組１時間で1人1,000円（ただし、８手の場合は
１人500円）
１枠に３名以上（ただし２台の場合を除く）の使用
は不可

【募集人数】　各14枠　※先着順とし、定員になり次第締切
【申込方法】　6月25日（土）午前９時から電話受付
【申 込 先】　●ふるさと会館いが　☎45－9125（月曜休館日）
　　　　　　●青山ホール　　　　☎52－1109（水曜休館日）

～世界最高峰のスタインウェイを気軽に弾いてみませんか！～
タッチ・ザ・スタインウェイ参加者募集

中学生以下４チーム、大学生以下１チームを募集します！
エンディングにゲストの倭太鼓飛龍との共演もございます。

＜チーム参加の部＞

【応募対象】小学３年生～大学生以下
　　　　　　　※やる気があり練習に参加できる方
【募集人数】先着20名
【参加費】　無料
【練習日時・場所】　時間10：00～12：00
8/27、10/1、10/22･･･伊賀市文化会館
11/5、12/3、12/11･･･ふるさと会館いが
（注）12/3は13：00～15：30の練習
【申込方法】　7月17日（日）午後1時から☎22-0511にて電話受付
※和太鼓・バチはこちらでご用意します。自分のバチが欲しい方
は有料になりますがご購入可能です。

オープニングで曲に合わせて、踊りのチームと共演します。
和太鼓に興味のある方、初心者の方大歓迎です！

＜一般参加の部＞
『子ども太鼓フェスティバルin伊賀』共演者募集！　本公演12/17㈯　伊賀市文化会館　13：30開演

参加者募集

「漢文学教室」
史跡旧崇廣堂特別講座

歴史情緒あふれる江戸時代の藩校で、歴史史料をもとに「漢文
学」を学んでみませんか。どなたでも気軽に学習いただける講座
ですので、ぜひご参加下さい。
【開催日時】　４回講座
　　　　　　第１回　７月９日（土）　第２回　７月23日（土）
　　　　　　第３回　８月６日（土）　第４回　８月20日（土）
　　　　　　講義時間　13：30～15：00
【場　　所】　史跡旧崇廣堂　講堂
【講　　師】　皇學館大学名誉教授　野村　茂夫氏
【テ ー マ】　「論語」を読む
【参 加 費】　800円（４回分、初回に徴収します。）
【定　　員】　50名
【申込受付】　☎22－0511にて受付

参加者募集

ゲスト：倭太鼓飛龍

お問合せ：（財）伊賀市文化都市協会本部事務局　電話　22－0511
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能楽教室 生徒募集！めんそ～れ岩倉峡！
沖縄料理作りと手作り太鼓を演奏してみよう！

【日　　時】　毎週土曜日・５回講座
　　　　　　８月20日（土）～９月17日（土）
　　　　　　受付 19：00～／時間 19：30～20：30
【場　　所】　伊賀上野交流研修センター
【料　　金】　2,500円
【対 象 者】　一般（高校生以上）
【定　　員】　35名
　　　　　　※先着順とし、定員になり次第締切
【申込受付】　6月25日（土）午前11時から
　　　　　　☎22－0511にて申込受付
　　　　　　※１回のお電話につき、３名様までとします

全身引き締めに効果的！！
ボクササイズ　第４期

【日　　時】　毎週木曜日・５回講座
　　　　　　８月11日（木）～９月８日（木）
　　　　　　受付 19：00～／時間 19：30～20：30
【場　　所】　大山田Ｂ＆Ｇ海洋センター　プール
【料　　金】　2,500円
【持 ち 物】　水着・水泳キャップ・タオル・飲み物
【対 象 者】　一般（高校生以上）
【定　　員】　30名　※先着順とし、定員になり次第締切
【申込受付】　6月25日（土）午後１時から
　　　　　　☎22－0511にて申込受付

水中ダンスフィットネス！

能楽をとおして日本古来の伝統文化に気軽に触れてみませんか！
ふるさと会館いがの能舞台で仕舞を舞ってみよう！

アクアZUMBA

【日　　時】　毎週木曜日・５回講座
　　　　　　７月７日（木）～８月４日（木）
　　　　　　受付 19：00～／時間 19：30～20：30
【場　　所】　大山田Ｂ＆Ｇ海洋センター　プール
【料　　金】　2,500円
【持 ち 物】　水着・水泳キャップ・タオル・飲み物
【対 象 者】　一般（高校生以上）
【定　　員】　30名　※先着順とし、定員になり次第締切
【申込受付】　6月25日（土）午後３時から
　　　　　　☎22－0511にて申込受付

みんなで楽しく水中エクササイズ！
アクアビクス

【日　　時】　４回講座
　　　　　　7月11日（月）・7月25日（月）・8月1日（月）・8月8日（月）
　　　　　　受付 10：00～／時間 10：30～11：30
　　　　　　自由遊泳時間 11：30～12：00
【場　　所】　大山田Ｂ＆Ｇ海洋センター　プール
【料　　金】　2,400円
【対 象 者】　２歳以上で、幼稚園（所）・保育園（所）に入園（所）していない幼児と保護者
【定　　員】　10組　※先着順とし、定員になり次第締切
【申込受付】　6月20日（月）午前10時から
　　　　　　☎22－0511にて申込受付

親子でふれあい水遊び教室2011
夏限定！水慣れチャレンジ！！

【日　　時】　毎週土曜日・８回講座
　　　　　　７月23日（土）～９月17日（土）　※8/13休講
　　　　　　受付 9：30～／時間 10：00～11：30
【場　　所】　いがまちスポーツセンター
【料　　金】　4,000円
【対 象 者】　一般
【定　　員】　20名
　　　　　　※先着順とし、定員になり次第締切
【申込受付】　６月26日（日）午前11時から
　　　　　　☎45－9125にて申込受付

健康、美容、整体、痩身、呼吸、精神力強化等いろいろな効果を
あげる「ヨガパワー」
心身共に健康で自立できる元気な体力づくりにお役立てください。
【日　　時】　毎週水曜日・６回講座
　　　　　　７月６日（水）～８月10日（水）
　　　　　　時間 19：30～20：30
【場　　所】　伊賀上野交流研修センター
【料　　金】　3,000円
【対 象 者】　一般（高校生以上）
【定　　員】　40名　※先着順とし、定員になり次第締切
【申込受付】　７月２日（土）午前９時から☎22－0511にて受付

カラダの芯からリラックス
太極拳教室　第２期

【応募対象】　小学生以上
※２月26日（日）ふるさと会館いがで開催する「第12
回能楽鑑賞会に日頃の成果発表として仕舞を舞ってい
ただきます。

【料　　金】　受講料　月額 2,000円
※第12回能楽鑑賞会チケット12,000円分の買い取り

【練習場所】　ふるさと会館いが
【練 習 日】　毎月２回　第２・第４の（水）又は（木）の18：00～22：00
　　　　　　※18：00～22：00の間で都合に合わせ時間調整可能
【講　　師】　長田 驍（おさだ　たけし）先生
　　　　　　（喜多流シテ方職分・重要無形文化財認定者・日本能楽会員・
　　　　　　能楽協会名古屋支部理事・喜多流長袖会主宰）
　　　　　　長田 郷（おさだ　あきら）先生
【申込方法】　伊賀市文化都市協会事務局
　　　　　　☎22－0511にて随時受付中

【日　　時】　７月２日（土）
　　　　　　受付9：00～／時間9：30～14：00（予定）
【場　　所】　岩倉峡公園キャンプ場
【料　　金】　小・中学生800円／高校生以上1000円
　　　　　　（材料費・傷害保険料含）
【対 象 者】　小学生以上（但し、小学３年生以下は保護者同伴）
【定　　員】　先着50名　※先着順とし、定員になり次第締切
【申込方法】　６月18日（土）午前11時から
　　　　　　 ☎２２－０５１１にて申込受付
　　　　　　※１電話に付き１家族、又は５名までとします。

◇詳しくは伊賀市文化都市協会のHPをご覧ください◇

ダッチオーブンを使って、沖縄料理を作ります。
食後は、身近にある材料を使って簡単太鼓作りに挑戦！
できた太鼓で、地元で活躍するエイサー団体と一緒に演奏します。

～美と健康の総合プロデュース～

YOGA de Night!

仕舞とは
能の曲の一部分を、
能面や能装束を着
けずに紋付袴を着
て、囃子（笛や太鼓
などの楽器による
音楽）もなしで、地
謡（セリフ）だけをバ
ックに舞う事です。

見学大歓迎！

第2期

お問合せ：（財）伊賀市文化都市協会本部事務局　電話　22－0511
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